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世界のバイオ技術をリード
によるアミノ設建;\]iは日本のお~積授衡が隣発されれば、波及効果

主 主芸といわれてきたが、今も世界卜 は非常に大きいJ

日本生物工学会会長 也
大阪大学大学院工学研究科純 子:

ツプ。アヅアでは韓国や中国が台
エネルギー問題も解決へ

寂してきたが、当学会はアヲア各

固と友好的に連携していくと同時 一一バイオ妓術はエネルギー掲

にリーダーシ、Jプを発援したLリ 題の解決にも貫徹できる
一一いま最も注目するパイオ技 「パイ才の技術を使って、パイ

mt島俊氏に聞く ー11
術は オマスからエタノールやディーゼ

「今までにはなかった微生物のルのような燃糾を製造すること

新しい育種妓衡が次々と開発されで、パイオはエネルギー問題にも

6月18付で日本生物工学会の会長に'就任した原島俊・大阪
大学大学院工学研究制教綬に、今後の運営やバイオ技術の将来

展望を聞いた。
てきている。これまで、背穫には貨献できるaまた、これまで石油

材育成を白指す fシニアから若手多大な時間がかかるといわれてき をペースlこ生産していた多機な化
へ』だ。公益事業を広大し、世界 た。しかし、 一挙に多くの遺伝子成品などを、バイオマス (生物資

のバイオ技術をリードしながら重量の発現を操作して、短時間でベス 源)からバイオのカで作る、いわ

業界の活性化に寄与したいJ 卜の突然変異体に到途する技術が ゆる rバイオリファイナリ-Jも

一一新会長の抱負を

i3つの方針を掲げた。4月の
公益社団法人化を機に、社会への

さらなる寅献を目指す 『学から産

へ』、世界に向Uたプレゼンス向
上を目指す『冨内から7')7へ、
そして世界へJ、世界につなぐ人

一一日本のパイオ技術水準をど悌発されつつある。バイオの喜要素今後の大きな課題だ」

うみる 授術の中でも膏選抜術は中心的な 一一技術の進展は人材がカギを

「レベルl立高い。たとえば発言事綬術のひとつなので、箪新的な宵祭る
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「パイオi立、まだまだわからな
いことの方が多く、発展途上で夢

のある分野である。しかし、 博士

課程を修了してもアカデミァクな

ポストは娘られ、統計によれば、

企業に研究者として就職すること

の祭しさは、他の分野より難し

い。このままだとバイオ研究を目

指す学生は減る恐れがある。奨学

金制度の充実などを関係緩関に働

きか1:1たい」

次回は8月17自に掲載


